
応用数学 II(後半) 試験問題   2013.8. 2 

１．次のラプラス変換を求めよ (４点×３) 
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２．ラプラス変換の性質を利用して以下の関数のラプラス変換を求めよ (４点×３) 
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４．次の逆ラプラス変換を求めよ(４点×３) 
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５．次の公式を証明せよ。ただし、式中のｍ，ｎは整数である。  (５×２点) 
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６．関数 )(tf のフーリエ展開を求め、そのグラフを描け(10 点) 

           )(||)(   tttf  

 

７． )(||)(   tttf のフーリエ展開を利用し、次の等式を証明せよ(10 点) 
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８．オイラ－公式を利用して次の関数の複素フーリエ展開を求めよ (10 点) 
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９．ラプラス変換を利用し次の微分方程式を解け(14 点) 
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   応用数学 II 試験問題解答       2013.8.2 

 

１．次のラプラス変換を求めよ (４点×３) 
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２．ラプラス変換の性質を利用して以下の関数のラプラス変換を求めよ (４点×３) 
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４．次の逆ラプラス変換を求めよ(４点×３) 
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５．次の公式を証明せよ。ただし、式中のｍ，ｎは整数である。   (５×２点) 
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６．関数 )(tf のフーリエ展開を求め、そのグラフを描け(10 点) 
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   そのグラフは次のとおりである。 

 

 

７． )(||)(   tttf のフーリエ展開を利用し、次の等式を証明せよ(10 点) 
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証明：６．結果より )(,||)(   tttf のフーリエ展開は 
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    ここで、 0t を上式に代入すると、次の結果が得られる。 
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８．オイラ－公式を利用して次の関数の複素フーリエ級数展開を求めよ (10 点) 
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９．ラプラス変換を利用し次の微分方程式を解け(14 点) 
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   上式の両辺に対して逆ラプラス変換を行い 
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が得られる。 

 

 


